
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＣＴＲ逆極点とＲＩＮＴ逆極点比較 

 

 

 

 ＣＴＲの逆極点ソフトウエアは、複数の連続測定したプロファイルを ProfiletoDivisionProfileで 

 分割データに一括処理を行って、InverseAllソフトウエアで逆極点一括処理を行う。 

 ＲＩＮＴで測定した分割データの場合、InverseAllソフトウエア扱える。 

 しかし、計算方法が異なる部分もあるので、比較を行った。 

 今回、マイナスデータの扱いとピーク強度に放物線近似も RINT方法も採用し比較を行った。 
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概要 

 ＣＴＲ逆極点を計算するＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌソフトウエアでは、すべてのデータに対し 

   ＣＰＳ変換、測定間隔０．０２ｄｅｇに変換し、バックグランドは両端で計算している。 

   バックグランドを削除で生じるマイナスデータも積分時、加算されている。 

   ピークで計算する場合、ピークは最大強度としている。 

   ＲＩＮＴ逆極点では、積分ではマイナスデータはゼロとし、ピーク強度は放物線で近似している。 

ＲＩＮＴマイナスデータの扱い 

 

積分では 

 

 マイナスデータはカットされている。 

 

 

 

 

 



ピーク強度 

 

 

 最大強度ではない 

 最大強度付近のデータから放物線近似かな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＣＴＲソフトウエアで積分強度を求めるとき、バックグランドを削除した時発生するマイナス領域も 

加算している。ＲＩＮＴではマイナスの値は削除しているので、同様の機能を追加 

  

 マイナスデータ加算から削除 

  

 

ＣＴＲソフトウエアのピーク強度は最大値であったが、最大値周辺のデータから計算する機能を追加 

 最大値モードから周辺データから計算に変更 

 

 

 

 

 

  

 周辺データ点数指定（５が標準） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



   

バックグランドを１点で、ピーク強度 放物線近似点数は５点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

バックグランド１点で、積分強度 

 

 

 

 

ほぼ同一の結果が得られる。 

 

 

 

 

 

 



 

ＣＴＲ逆極点は、サンプルチェンジャーなどで測定されたデータの一括処理を行う。 

アルミニウム連続測定データから分割データ作成（ＲＩＮＴでは分割で測定されている） 

 

分割データから randomデータとの強度比を計算 

 

 



 

一括処理結果 

 

データを選んで逆極点図を表示 

 

リストから多重記録 



 


